
 

   

 

 

 

梅雨入
つ ゆ い

りしたとはいえ、今週
こんしゅう

は 30℃を超
こ

える真
ま

夏
なつ

のような暑
あつ

さが続
つづ

いています。季節
き せ つ

の変
か

わり目
め

は体調
たいちょう

を崩
くず

しやすく、食欲
しょくよく

が落
お

ちるお子
こ

さん

も見
み

られますが、水分
すいぶん

補給
ほきゅう

をしっかりと行
おこな

い、暑
あつ

さに負
ま

けず元気
げ ん き

に過
す

ごしてほしいです。 

今月
こんげつ

は、給 食
きゅうしょく

の時間
じ か ん

を通
とお

して「食事
しょくじ

マナー」について改
あらた

めて考
かんが

える機会
き か い

としています。毎日
まいにち

の積
つ

み重
がさ

ねの中
なか

で、少
すこ

しずつ身
み

につけていけるよう

支援
し え ん

してまいります。 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度６月号 
（令和 7年 6月 19日発行） 

船橋市立市場小学校 
栄養教諭 福地美菜 

し ょ く い く 
6月
がつ

の旬
しゅん

の食材
しょくざい

 

船橋
ふなばし

にんじん、ズッキーニ、枝豆
えだまめ

、トマト、鯵
あじ

、鰈
かれい

、鱸
すずき

 

びわ、メロン、すいか、さくらんぼ 

毎月 19日は食育の日♪ 

６月
がつ

の目標
もくひょう

：食事
しょくじ

マナーを意識
い し き

して食
た

べよう 

ご飯
はん

茶碗
ちゃわん

は左手
ひだりて

（左
ひだり

利
き

きの人
ひと

は右手
み ぎ て

）に持
も

って、ご飯
はん

とおかずを交互
こ う ご

に口
くち

に運
はこ

びます。この食
た

べ方
かた

には、お

かずとご飯
はん

とともによく噛
か

むことで消化
しょうか

を助
たす

け、何
なに

より一
いっ

緒
しょ

に噛
か

んで口中
こうちゅう

調味
ちょうみ

をすることでよりおいしく

食
た

べることができるというメリットがあります。その際
さい

、お箸
はし

は箸
はし

先
さき

から約
やく

2/3 の部分
ぶ ぶ ん

を持
も

ち、上
うえ

の箸
はし

は鉛筆
えんぴつ

の要領
ようりょう

で持
も

ちます。下
した

の箸
はし

は中指
なかゆび

と薬指
くすりゆび

の間
あいだ

に入
い

れて固定
こ て い

します。 

なぜ、正
ただ

しい箸
はし

の持
も

ち方
かた

が推奨
すいしょう

されるかというと、もともと食材
しょくざい

は全
すべ

て命
いのち

があったものだからです。その

命
いのち

を私
わたし

たちの命
いのち

につなげてくれるものとして「箸
はし

に対
たい

して丁寧
ていねい

に接
せっ

する」ことは、食事
しょくじ

を大切
たいせつ

に考
かんが

える

ことにつながります。また、和
わ

食
しょく

はご飯
はん

や海藻
かいそう

、豆
まめ

など細
こま

かな食材
しょくざい

が多
おお

いので、箸
はし

を正
ただ

しく持
も

たないと上
じょう

手
ず

につまみ上
あ

げることができません。上手
じょうず

に持
も

てないと、かき込
こ

み箸
ばし

や犬
いぬ

食
ぐ

いなどをしやすくなり、マナー

のある食
た

べ方
かた

をすることが難
むずか

しくなります。 

食事
しょくじ

のはじまりのあいさつ「いただきます」は

本来
ほんらい

、料理
りょうり

の食材
しょくざい

となった自然
し ぜ ん

の恵
めぐ

みへの感謝
かんしゃ

を表
あらわ

すものです。 

四方
し ほ う

を海
うみ

に囲
かこ

まれ、山々
やまやま

の緑
みどり

豊
ゆた

かな地域性
ちいきせい

もあ

り、昔
むかし

から自然
し ぜ ん

に寄
よ

り添
そ

い、深
ふか

く関
かか

わってきた

日本人
にほんじん

ならではの心
こころ

の込
こ

め方
かた

ですね。 

食卓
しょくたく

での会話
か い わ

は、食事
しょくじ

を楽
たの

しくしてくれる重要
じゅうよう

なもの

です。会話
か い わ

を弾
はず

ませながら、食事
しょくじ

も進
すす

めていけるといい

ですね。ただし、ふざけたり食事中
しょくじちゅう

にふさわしくない

話題
わ だ い

を出
だ

したりするのは違
ちが

います。 

また、お話
はなし

をするときは、口
くち

の中
なか

に食
た

べ物
もの

が入
はい

っていな

いときにしましょう。 

いただきます 

ごちそうさま 

でした 

食事
しょくじ

のおわりのあいさつ「ごちそうさま」は、料理
りょうり

を作
つく

ってくれた人
ひと

だけでなく、お米
こめ

や野菜
や さ い

を作
つく

って

くれた人
ひと

、魚
さかな

を獲
と

る人
ひと

、食事
しょくじ

が並
なら

ぶまでに関
かか

わったあらゆる人
ひと

への感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちが含
ふく

まれています。 

習慣
しゅうかん

として言
い

うだけでなく、「命
いのち

をありがとう」の気持
き も

ちを込
こ

めて口
くち

にできると、素敵
す て き

ですね。 

お茶碗
ちゃわん

を持
も

って食
た

べようね。 

よく噛
か

んで食
た

べると、 

食材
しょくざい

が持
も

つ本来
ほんらい

のおいしさが

分
わ

かるよ。 

こんなお箸
はし

の使
つか

い方
かた

や食
た

べ方
かた

をしていませんか…？ 

 

【食事中
しょくじちゅう

に会話
か い わ

するコツ】 

食
た

べ物
もの

についての話題
わ だ い

、興味
きょうみ

があること、 

楽
たの

しい話題
わ だ い

（うれしかったこと、楽
たの

しかったこと、その日
ひ

何
なに

があったか等
など

） 

ねぶり箸
ばし

 たたき箸
ばし

 指
さ

し箸
ばし

 噛
か

み箸
ばし

 刺
さ

し箸
ばし

 
食
た

べ物
もの

を口
くち

に 

入
い

れたまましゃべる 

・食
た

べる前
まえ

には「いただきます」、食
た

べ終
お

わったら「ごちそうさま」 

・お箸
はし

を正
ただ

しく持
も

とう（ふざけない、持
も

ちかえない） 

・静
しず

かに、くちゃくちゃ音
おと

を立
た

てずに食
た

べよう 

・食器
しょっき

は手
て

で持
も

とう（お椀
わん

やお皿
さら

を持
も

ち上
あ

げて食
た

べる） 

・背中
せ な か

を伸
の

ばして、良
よ

い姿勢
し せ い

で食
た

べよう 

 

給食
きゅうしょく

の時間
じ か ん

はマナーの練習
れんしゅう

チャンス！ 

給 食
きゅうしょく

は「食
た

べる力」とともに、「マナーや感謝
かんしゃ

の心
こころ

」

を育
そだ

てる大切
たいせつ

な時間
じ か ん

です。 

ご家庭
か て い

でも、「手
て

を合
あ

わせようね」「食器
しょっき

を持
も

とうね」

など、日常
にちじょう

の中
なか

で声
こえ

かけをすることで 

食事
しょくじ

マナーの定着
ていちゃく

につながります。 

成長
せいちょう

とともに身
み

につけていけるよう、学校
がっこう

でも 

引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

んでまいります。 



おうちの方
かた

と一緒
いっしょ

に読
よ

みましょう 

 

 

 食べることは生きること、生きていくためには欠かすことのできないことであり、心身ともに健康で豊かな生活を送るために、とても大切なことで

す。そのためには、「おいしく楽しく食べること」がポイントです。現代は、ライフスタイルの多様化により、家族そろって食事をする「共食」の機会

が減っていると言われますが、さまざまな研究データから、共食が健康な食生活に関係していることが分かってきました。子供の頃から、「おいしく楽

しく食べる」経験を積み重ねることは、豊かな人間性を育んでいくことにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            ＊学校給食では、この「６つの視点」をもとに、献立を作成しています。 

食べ物や作る人への感謝 

 

 

 

 

一緒に食べたい人がいる

（社会性） 

心と体の健康を 

維持できる 

食事の重要性や楽しさを

理解する 

食べ物の選択や 

食事づくりができる 

日本の食文化を理解し、

伝えることができる 

 

6月は食育月間です ～「食べる力」は「生きる力」～ 

食育とは(食育基本法より) 
 

 生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、さまざまな経験を通じて「食」に

関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実現することができる人間を育てること。 

一緒に食事の支度をする 

買い物や調理などの経験は、食べ物を大切にす

る心を育みます。 

共食の回数を増やす 

家族や仲間と二人以上で、テレビを消して、会話

を楽しみながらゆっくり食事をする機会を。 

朝ごはんを必ず食べる 

早寝・早起き・朝ごはんで、毎日の生活リズムを 

整えましょう。 

栄養バランスを意識する 

主食・主菜・副菜を揃えると、栄養のバランスがよくなります。 

行事食や郷土料理を取り入れる 

“我が家の味”を、ぜひ子供たちへ伝えてあげてください。 

今日からできる！ 

家庭での食育 
～小さなことから 

コツコツと～ 

食育の推進には、学校だけ・家庭だけでなく、行政や教育関係機関、食品関連業者、ボランティア団体などが連携・協力し、取り組んでいくことが大切です。船橋市では、さまざま

な食育の取り組みを行っています。この６月の食育月間をきっかけに、食生活を見直してみませんか。 

 

 

 

 

 

トマト 

トマトは本来、高温多湿に向いていないため、旬は春から初夏にかけてです。6 月 26

日(木)の給食では、船橋産のトマトを湯剥きし、角切りにしてオムレツに使用します。 

 

にんじん 

にんじんは給食に欠かせない食材です。千葉県のにんじんの生産量は全国でもトップ

クラスです。船橋市は、千葉県内で、富里市、八街市に次いで第３位で、春人参の栽培

が盛んです。千葉県には江戸時代から幕府直轄の馬の放牧場が置かれていて、馬のえ

さとしてにんじんの栽培が行われるようになったようです。 

船橋にんじんの品種の一つに「ベーターキャロット」があります。ベーターキャロットは、

平成 6 年から試験栽培が始まり、平成 11 年から出荷されるようになりました。「千葉エコ

農産物」の認証を受けています。ベーターキャロットは普通のにんじんと比べて、オレン

ジ色が濃い、甘味が強い、にんじん臭さがないのが特徴です。ジュースやサラダなど生

で食べるのに最適で、東京のホテルやレストランなどでよく使われるほど、人気のある品

種です。出荷時期は４月下旬から６月上旬くらいです。５月・６月の給食では、ポタージュ

スープやケーキ、サラダ、ゼリー等に使用しています。 
 

学年が上がって初めての調理分野の家庭科です。テーマ

は「いためる調理」です。 

5年生時に学んだ「ゆでる」との調理の違いや特性を確

認しつつ、調理手順や加熱の工夫を考えながら、身近な食

材を使った献立を自分たちで計画し、実践します。 

調理実習は 6月 24日（火）です。どのような炒め物、

そして調理実習になるのか楽しみです。 

6 月は環境月間 

実は、毎日の「食べ方」も地球を守ることにつながっています。例えば… 

●食べ残しをしない→ごみが減って地球にやさしい 

●旬の食材を食べる→旬の食べ物はおいしく栄養価が高いだけでなく、育てるために無駄なエネルギーがかからず、環境にもやさしい 

●食べる分だけよそう・作る→食べきれる量を考えてよそう・作ることで、食品ロスを減らすことができます 

●地元でとれた野菜や魚を食べる→遠くから運ばなくてよい分、エネルギーの無駄を減らせます 

●食べ物をつくってくれた人や自然に「ありがとう」の気持ちを持つ→命を大切にすることにもつながります 

給食では、地元の食材を使用したり、できる限り食べ残しが出ないよう、工夫しています。 

みんなで、食べながら地球を守ることを考えてみましょう。 


